爆発し さうな もの は 爪 さきまで 走り 廻った。 

省線 駅 入口に 向 ふ路が 露店 を 並べ て 狭ま つて ゐた。 

彼 は ライタ— 修繕 屋のテ ー ブルに 眼 をと め、 ピカピ 力 

光る 金属 を視 つめた。 (今、 何 ごと も 発生して はゐ ない。 

すべ て はもとの ままで はない か。) だが、 衝撃 は 刻々 と 

何処かで 拡大され て ゆく やうに おもへ た。 もう 一度、 

遭難 地点 を 吟味す る やうに、 さきほどから 自分の 歩い 

てゐる 場所 を 振り かへ つてみ た。 銀行から 電車 通 を 抜 

けて K 駅に むか ふ路の 入口まで 来たと き、 恰度 その 時、 

突然 あ の 言葉が 閃いた のだった。 

そ の 言葉 の 発想と ともに 無数の 連想の 破片が 脳裏に 



何 か 制し きれない 苦悩 を 叫んで ゐた。 

…… ァダ ム 

突然、 一 つの 名称が 奇蹟の やうに 浮んだ。 それ は嘗 

て 酸鼻と 醜怪 をき はめた 虚無の 拡がりの 中に、 底抜け 

の 静謐 を湛 へて ゐる 青空 を視 たと き、 不意と 彼の 念頭 

に 浮び、 それき り 発展し なかった アイデアで あつたが、 

そ の 名称が 今 何 か 救済 の やうに 思 ひ 出された。 

(さう だ、 アダム …… 。 音楽 爆弾の 空想 は 君に まかせ 

よう。 君 は あの 死体の 容積が 二三 倍に 膨脹し、 痙攣が 

いたるところに 配列され て ゐるシ インの なかから、 ぼ 

つかりと 夢の やうに 現れた ィメ— ジ だった。 君の 名 は 



アダム …… だが 君の 名 をい ま 僕 は 二 ュ ー • アダムと 呼 

びたい。 音楽 爆弾で も 何でもい いから 勝手に 勝手な 空 

想 をして くれ 給へ。 いづれ 僕 は そいつ も 小説に 書かう 

と 思 ふから、 これから は 時々 やって来て くれ 給へ。 だ 

が 今 は 僕 はかう して 街な か を 歩いて ゐ るの だし、 日常 

生活の 姿勢で ゐ なければ、 どうも 困る の だ。) 

さう いふ 会話 を 仮想 人物に 与へ ると、 さきほどまで 

彼 を 苦しめて ゐた 感覚 は 次第に 緩められて 行った。 漸 

く 普通人の 気分に 戻る と、 彼は吻 として 切符売場の 行 

列に 加 はって ゐた。 



毎朝、 彼 は 二 ュ—. アダムの 囁に 悩まされ だした。 

それ を 彼 は 次の やうに ノ J ^に 書きし るした。 

「顔 を 洗ったり、 外食 をす ませて くる 間に、 ーダ ー ス 

位の 小さな 念 想が 泡立って くる。 素敵 だ、 ノ— トに書 

きとめて やらう、 と 直ぐべ ンを とりたい 思 ひに 駆られ 

ながら も、 目 さきの 用件に 追 はれて ゐる。 漸くつ まら 

ぬ 用が 済んで 朝の 部屋に 落着く と、 さきほどの 念 想 は 

高い 梢に とまった 目白の やうに、 チラ チラと こちら を 

嘲って ゐる。 

君た ちを捉 まへ て、 小器 用に まとめれば、 君た ち は 

ノ ー ト のなかで 晴れ やかに 囀る だら う。 だが、 君た ち 



食糧 営団、 いたるところの 窓口が 奇妙な 手続で 弱者の 

嘆願 を 拒んだ。 無器用な 彼 は 到る 処で 悪意に 包囲され 

てゐる やうに おもへ た。 それ は 予想 を 裏切り 想像 を 絶 

した 形で 突如 出現す る。 

( …… ある 瞬間、 ある 瞬間 を 境に、 地上の 凡て は 変形 

してし まった。 到る 処に、 いたるところに 人間が 満ち 

溢れ、 もう 何処でも 食事 を摂る こと も 身 を 横た へる こ 

とも 困難になる。 更に 人間の 増えて ゆく 予感が この 時 

ぞくぞくと 彼 を 脅かし、 「逃げよ、 逃げよ、 今度 こそ 失 

敗るな」 とい ふ 声が する。 だが、 彼 は今暫 らく 情況 を 

確かめた 上で と 躊躇って ゐる。 そのうち にも 人間 はぐ 



れて 進んで 行く。 ざわざわした 人声の なかから、 「も 

う 墓地なん か あり はしない よ」 と 鋭い 悲しげ な 声が 聴 

きとれ る。 どこへ、 それで は 何処へ？ どこへ 行つ 

たって、 もう 君た ちの 憩へ る 場所 はない の だ。) —— か 

うした 「悪意 ある 童話」 の 断片 はいつ と はなしに 彼の 

なかに 蓄積され てゐ た。 

「人間 は 一 本の 葦に 過ぎない。 自然のう ちで 最も 弱い 

ものである。 だが、 それ は考 へる 葦で ある。 彼 を 圧し 

潰す に は、 全 宇宙が 武装す る を 要しない。 一 吹の 蒸気、 

一 滴の 水で も 彼 を 殺す に 充分で ある。 しかし …… 」 

彼が ノ— トに 書と めて ゐる パスカルの 言 葉 を 読 ん で 



きかせる と、 若い 甥 は 目 を 輝かす。 大学に 籍 はありな 

がら、 これまで 殆ど 纏った 勉強の 出来なかった 甥 は 終 

戦後、 飢 ゑて ゐる やうに 書物 を 読みたがった。 だが、 

この 二人が 「考 へる 葦」 として 許されて ゐる 時間 は 極 

く 限られて ゐた。 この 部屋の 主人公が 戻って 来れば 忽 

ち 事情 は 一変す る。 頗る 無表情な 顔で、 その 医学生 は 

脱ぎ捨てた 服 を ボンと 部屋の 片隅に 放りつ ける。 する 

と、 甥の 顔つき は 見る見る うちに 戸惑って 行く。 その 

甥の 姿 を 見て ゐ ると 彼 も 直ぐ 弾き出される やうに、 「さ 

うだ、 一刻も早く ここ を 立 去らねば」 と 外へ 出て ゆく _ 

それから 何 か 貸間の 的が あるかの やうに 雑沓の なか を 



なかった かもしれ ない。 

「うん、 近頃、 畳 一枚の 値段で 売買され てるよ」 

甥の 意外な 言葉で、 彼 は 急に 眼 を 輝かし だした。 

「畳、 一枚、 それで は …… 」 

それで は、 とにかく、 彼の 所有地 を 売却 すれば 今後 

一 年 位 は 生きの びて 行けさうな 計算だった。 

「助かった、 助かった、 それで は …… 」 

おかしい 程、 彼 はいきい きと 興奮して ゐた。 身代 金 

が 出来た のだった。 そいつ を 怪物の 口に 投げ 与へ て 置 

けば、 相手の 追撃から まだまだ、 ずら かって 行ける。 

生きの びょう、 生きの びょう、 (しかし、 何のた めに？) 



しかし、 とにかく 生きの びて 行きたかった。 

そのうちに 医学生 も 戻って 来た。 「済みません、 済 

みません、 極力 部屋 を 探して はゐ ますが」 と 彼 は今暫 

くの 猶予 を 哀願す るば かりだった。 甥の 顔に は 繊細な 

心づ かひが 漲った。 …… 踵まで 火が ついた やうな 気持 

で、 彼 はいら いらと 歩き 廻った。 夕刊 を 買 はう と 思つ 

て 並んだ 行列が、 急に その 日から 値上の ため 釣銭に 手 

間 どって 一向 渉らない。 人々 はしかし 殆ど 無感覚に 列 

を 組んで ゐる。 (苛立つな、 麻痺せ よ、 遅 緩して、 石に 

なれ) 悪意の 声が ふと 彼の 耳に 唸る のであった。 

〈人生 ハ 百万 台ノ トラック ガ 疾走 スル ナカ ヲ 龃 



ケ ヌケル ャゥナ モノ サ〉 

旅に 出て 愛人と 悲壮 を 得た 友の ハガキ であった。 彼 

もまた 夢の 中で 左右から 数万 台の トラックに 脅威され 

る。 もはや 人生 は 彼に とって 満員 列車 以上に 身動きで 

きなかった。 が、 たまたま 一人の 友人の 厚意に より 神 

田の 某 事務所の 一 室が 空けて もらへ たの は 奇蹟の やう 

だった。 リャ 力— 一 台に 荷 を 纏め 彼 は ボストン バッグ 

一 つで 中 野 を 脱出す る ことができた。 

ニュ ー . アダムの 囁 は、 その 雑然とした 事務所 全体 

の 発散す る 絶え間ない 音響に 混ざって、 近づ いたり 消 



るに 困難な 無限 感が湧 上って、 そのな かに 針 は 突立つ 

て 行かう とする。 彼 は ほと ほと 困惑しながら 事務所の 

二階に 戻って 来る。 それから、 ごろり と 畳の 上に 横た 

はり、 天井 を 眺めて ゐ ると、 今度 は 彼の 体 全体が 一 つ 

の 巨大な 針の やうに 想へ る。 たしかに、 その 針 は 磁石 

の やうに 一 つの 極 を 指差して ゐる。 ぎしぎ しと その 二 

階が ゆるく 回転し 畳 はむ くむく 揺れて ゐる やう だが、 

彼の 思考 は 石の やうに 動かう としない。 だが、 眼の 前 

にある この 無限 感は、 忽ち、 (ぁッ とい ふ 叫びと ともに) 

彼の 上に 崩れ 墜ち さう になる の だ。 

(二 ュ— • アダム、 ニュ —• アダムよ、 待って くれ 給 



へ。 僕 は 君 を 君の 郷土へ 連れて行かう。 ほんと なの だ、 

どのみ ち、 僕 は 少しば かしの 所有地 を 売却す るた め 近 

く 広 島へ 行って 来たい と 思って ゐる。 だから、 その 時 

はきつ と 君 を つれて 行く から、 まあ 少し 待って くれ 給 

へ。) 

土地の 売却 は 兄に 頼んで あつたが、 なかなか 返事が 

なかった。 そのうち にも 彼の 生活 は 底 をつ いて 来た。 

踵に 火の ついた 想 ひで、 とうとう 彼 は 広 島へ 赴いた。 

東京 を 離れて 十八 時間 汽車に 乗った だけで、 彼の 眼 

は 久しく 忘れて ゐた野 や 山の 緑色に 魅せられて ゐ たが、 

それ は 今、 バラック のま はりに も微 虱と ともに そよ い 



の 昔話 を 語る であらう。 だが 戦慄 はまこと、 その 少女 

たちの 記憶 だけで 地上から 消滅す るで あらう か。 測り 

知れない、 答 へても くれない ものが、 まだ 何処かに 感 

じられ る。 (もしも 人類が 自らの手で 自滅 を 計る とし 

て も 恐らく 草木 は 焼 跡に 密生し、 爬虫類 は 生き残る で 

あらう) 二 ュ ー • アダム は 微かに 悲しげに 眩く。 

ある 日、 雨に 降り籠められて、 彼 は 甥と 雑談に 耽つ 

てゐ たが、 

「原子力 以外に まだ 発見され てゐ ない ものが ある だら 

う」 

ふと、 その 言葉が 口 を 滑り出る と、 彼のな かに 二 
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